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「
健
康
の
町
」

成
人
病
に
つ
い
て

成
人
病
対
策
と
し
て
本
町
は
昭

和
三
十
七
年
度
県
の
成
人
病
検
診

実
施
町
村
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、

逐
年
成
人
病
予
防
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
で
が
、
昭

和
三
十
七
年

か
ら
昭
和
四

一
年
ま
で
、

過
去
五
ヵ
年

の
本
町
に
お

け
る
五
大
死

因
別
の
推
移

を
み
る
に
第

一
位
中
枢
神

経
系
の
血
管

損
傷
（
脳
溢

血
、
脳
卒
中

）
第
二
位
急

性
新
生
物
（

ガ
ン
）
第
三

位
心
臓
の
疾

患
第
四
位
老

衰
第
九
位
不

慮
の
事
故
の

順
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。

更
に
昭
和
四
十
一
吊
か
ら
健
康
の

町
宣
言
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

、
山
口
大
学
、
中
国
新
聞
社
、
長

門
保
健
所
な
ら
び
に
三
隅
病
院
の

協
力
を
得
て
胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は

受
診
希
望
者
九
三
〇
名
に
対
し
て

受
診
者
八
八
三
名
で
受
診
率
九
四

、
九
％
の
よ
い
成
績
で
し
た
。

こ
れ
の
検
診
結
果
は
七
名
の
「
胃

ガ
ン
」
患
者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
病
種
の
動
向
に
つ

い
て
今
の
と
こ
ろ
そ
の
実
熊
を
把

握
出
来
な
い
面
が
多
く
、
こ
れ
が

徹
底
を
期
す
る
た
め
の
追
跡
調
査

の
在
り
方
に
つ
い
て
今
後
の
課
題

と
思
い
ま
僵
。

次
に
本
年
も
昨
年
同
様
継
続
で

目
下
胃
ガ
ン
集
団
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
先
般
受
診
希
望
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
十
一
月
二
十
日

現
在
で
五
六
二
名
で
、
昨
年
の
受

診
希
望
者
と
比
較
し
て
三
九
％
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
は
十
一
月
八
日
か
ら
、

十
一
凵
ま
で
四
日
間
実
施
し
、
そ

の
受
診
者
は
、
二
〇
〇
名
で
し
た

第
二
回
は
、
十
二
月
十
二
日
か

ら
、
十
六
日
差
で
五
日
間
。

第
三
回
は
、
四
十
三
年
一
月
に
Ｉ

Ｆ
日
間
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
韋

す
。
一
日
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
能
。

力
最
大
七
〇
名
と
み
て
第
三
回
目

の
第
一
日
で
全
部
の
検
診
を
終
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
検
診

止
ま
れ
　
　
見
よ
　
　
安
人
　な
愆
　
　
発
車

の
日
程
に
余
祐
が
あ
り
ま
す
の
で

、
三
十
五
才
以
上
の
人
で
ま
だ
受

診
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
至

急
に
係
へ
申
出
て
下
さ
い
。
医
学

的
に
も
四
〇
才
を
過
ぎ
た
人
は
自

覚
症
状
が
な
く
と
も
、
｝
年
に
一

回
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も

う
一
度
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

し
ま
し
よ
う
。
な
お
本
年
は
受
診

者
一
人
宛
百
円
の
料
金
を
徴
収
し

て
い
ま
す
が
こ
の
全
額
は
社
会
福

祉
事
業
団
へ
の
寄
付
金
に
充
て
て

い
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

踏
仭
で
四
Ｓ
を・守
や
　
・
よ
う

道

路

交

通

法

の

一
部

が

改

正

○
横
断
歩
道
の
手
前
で
車
が
停
つ

て
い
る
と
き
は
歩
行
者
を
保
護

す
る
た
め
後
続
車
両
は
必
ず
停

車
す
る
こ
と
。

○
横
断
歩
道
の
手
前
三
〇
メ
ー
ト

ル
で
は
追
越
し
や
追
抜
き
は
で

き
ま
せ
ん
。

の
ひ
き
逃
げ
や
飲
酒
運
転
で
死
亡

、
傷
害
事
故
を
お
こ
す
と
そ
の

場
で
運
転
免
許
を
仮
停
止
さ
れ

４ １

左 に 同じ
２１

悪 性 新 生
物　 １ ７

老　　 衰１ １

心 臓 の 疾
患　　 ７

左 に同 じ
５

１ ４

７ ５

４ ０

左 に 同 じ
２ ２

心 臓 の 疾
患　 １ ８

悪 性 新 生
物　　 ９

老　　 衰
７

不 慮 の事
故　　 ５

２ １
８ ２

３９
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老　　衰１２
心臓の疾
患　１２
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物　1 1.
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４
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五大死因の推移
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１ ９
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老　　 衰
９

心 臓 の疾
患　　 ７
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４

１ １

６ １

昭 和 ３ ７ 年

中 柩 神 経系 の血管 損 傷　１ ６人

心 臓 の疾 患
１ ５

悪性新生物・’ ‘ 　1１

老　衰 ６

不 慮 の 事故
４･

２ ０

７ ２

ま
１ヽ
．
｛
そ
の
後
、
取
消
や
停

止
の
行
政
処
分
を
つ
づ
い
で
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
｝

○
右
左
折
、
進
路
変
更
な
ど
の
合

図
を
不
注
意
（
過
失
）
で
し
な

か
っ
た
場
合
で
も
処
罰
を
う
け

ま
す
。

○
積
載
制
限
違
反
の
罰
則
が
き
び

し
く
な
り
ま
し
た
。
車
両
の
関

係
者
が
こ
の
違
反
を
命
じ
た
り

知
っ
て
い
て
も
知
ら
な
い
ふ
り

な
ど
は
強
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
歩
行
者
を
保
護
す
る
規
定
に
違

胃
ガ
ン
集
団
検
診
地
区
別
比
較
表

順 位

１

２

３．

４･

５

そ の 他

計

Ｓ
4
1年
度

受
診
者
数

滝
坂

一
の
瀬

中
畑

樅
ノ
木

宗
頭

兎
渡
谷

上
申
小
野

麓下
巾
小
野

辻
並

大
竹
正
極
毒

市中
村

下
広
田

久
原

生
島

津
雲

飯
井

野
波
瀬

Ｓ
4
2
年
度

受
診
希
望
夬

芸
人
　

昆
人

見
　
　

一
七

豆
　
　

石

四（
　
　
　

｀

量
　
　

毛

犬
　
　

一
四

已
　
　

三

四
二
　
　

二
六

九
　
　

Ξ

二
六
’

一・
九

詈
一
　
　

兵

五
九
　
　

一己

「
　
　

つ

一（
　
　
　

一

ニ
ー
　
　
　

四

三
　
　

言

六
　
　

０

一（
四
　
　
　
豊

上
下
東
方

小
島

豊
原

二
条
窪

平
野

浅
田

上
ゲ

沢
江

計

三
　
　
　

九

豊
　
　
　

一（
Ｉ

九（
　
　
　

六
六

口
　
　
　

ｔ一

（
　
　
　

つ

四（
）
　
　
　

咒

韲
　
　
　

｀

一
元
　
　

こ
四

（
（

三
　
　

茎
２

車
は
走
る

兇
器

十
一
月
十
二
日
（
日

曜
日
）
午
前
十
一
時
四

十
分
ご
ろ
、
町
Ｎ
町
一

九
一
号
線
国
道
上
で
、

右
に
方
向
指
示
器
を
点

減
し
な
が
ら
、
右
折
し

よ
う
と
し
た
Ｓ
さ
ん
の

殫
転
す
ろ
原
動
機
付
自

反
し
た
場
合
酒
を
飲
ん
で
い
た

ら
酔
つ
て
い
な
く
と
も
罰
金
が

倍
に
な
り
ま
す
。

酒
を
飲
ん
で
お
こ
す
事
故
が
大
変

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
酒
を
飲
人
だ
ら
運
転
ば
や
め
る

よ
う
皆
で
注
意
し
合
い
ま
し
よ
う

転
車
に
、
萩
び
面
か
ら
進
行
し
て

来
た
広
島
ナ
ン
バ
ー
の
乗
用
自
動

車
が
追
突
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

Ｓ
さ
ん
は
道
路
上
に
転
倒
頭
を
強

打
し
て
意
識
不
明
、
ひ
ん
死
の
重

傷
を
受
け
Ｏ
病
院
で
治
療
中
十
四

日
ニ
十
一
時
お
な
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。

”
皆
さ
ん
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
々
　
次
の
こ
と
に
よ
く
注
意
し

お
互
い
に
守
り
ま
し
よ
う
。

①
　
左
右
に
曲
る
と
き
、
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
必
ら
ず
前
後

の
交
通
に
気
を
つ
け
よ
う
。

②
　
二
輪
の
車
を
運
転
す
る
と
き

は
必
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ろ
う
。

無
茶
な
運
転
を
す
る
車
が
い
た
ら

日
時
と
場
所
と
車
の
番
号
と
無
茶

な
羂
転
を
し
た
様
子
を
警
察
に
知

ら
せ
ま
し
よ
う
。

一
員
と
し
て
仕
事
を
分
担
し
よ
う

と
す
る
気
持
、
自
分
も
役
に
立
っ

た
の
だ
と
い
う
誇
り
、
父
母
の
喜

ぶ
顔
を
卩
て
仂
く
こ
と
の
快
さ
、

等
々
、
学
校
で
の
勉
強
で
は
出
来

な
い
、
家
族
連
帯
感
養
成
の
日
と

さ
れ
た
家
も
多
か
っ
た
こ
と
を
喜

ぷ
も・の
で
あ
る
。

防 長 英 霊 の 塔

沖 縄 本 島 の 最 南 端 摩文 仁 の 丘
に 建 立 され てい る 山口 県 沖 縄
戦 没 者

三 隅 町 沖 縄 戦没 者

七田 清一　 村 岡 信義　 田 中 清
次　大 崎 恭 次 郎　目]辺 勝 三
谷 村徳 蔵　 中 田 進　西 村 忠 久

ソ レ ケ イ ・ フ ン ト ナ
浅 田 小 前 庭 に

ＰＴ Ａ の 一 日 労力 奉 仕 と手 持
ち資 金 の 投 入に よ り大 小 各 種
道 路 、 鉄 道 踏 切 、 バ ラ ン ス転
回 練 習 場 等 の 広 場 が完 成、 新
品 の 自 転 車四 台 （ 一台 篠 原 店
寄 贈 ） の 置 場 もつ くら れ た 。

」

胃 ガ ン 集 団 検 診
（ 山 口 大 学 医 学 部 調）

受 診 者 数 ８ ８ ３ 人
胃 ガ ン ７人r 0, 8 ％ ） 胃 潰 よ う34

( 3, 8> 胃 ポ リ ープ ８ ぐ0, 9）十 二
指膓 潰 よ う9  ( 1, 02) 要 精 検216
( " 24, 4) 併 存煢 よ う１ ぐ0, 1）

その 戝 ぐう 胃 ガン ）21 ぐ2, 3)
異 常 な し741  ( 83, 9)

町 ク 営 住 宅

建 築 場 所　 三 隅下 向 山　建 築 戸 数
８ 戸　 建 牝 の 内 容　第 ２種 公 営

住 宅
、耐 火 構造 平 家建 ２棟 １ 戸 当

り33㎡　 工 事 施 丁潸　 巴 建 設 代 表
中 村 勲　 竣工 予 定 期日　 昭 和42 年
1) 125 日　 入 居に つ い て　希 望 者
の 中 よ り 入居 適 格 扣 こよ り 公 開 抽
せん. .

寿
子
女
史
は
萩
の
杉
家
の
生
れ

吉
田
松
陰
先
生
の
実
妹
に
あ
た
り

男
爵
楫
取
素
彦
氏
の
夫
人
で
あ
る

幕
末
の
頃
、
夫
君
素
彦
氏
は
、

尊
王
党
の
志
士
と
し
て
、
常
に
東

西
に
奔
走
し
、
幾
度
か
身
を
危
険

に
さ
ら
し
た
こ
と
も
あ
つ
だ．か

郷土の先賢
( その四)

多
か
っ
た
が
、
寿
子
女
史
は
家
を

守
る
と
共
に
、
つ
と
め
て
近
隣
農

家
の
人
達
こ
親
交
を
深
め
。
そ
の

教
導
に
刀
を
尽
し
に
。

当
時
。
幕
木
騒
動
り
余
震
未
だ

治
ま
ら
ず
、
人
心
梢

も
ず
る
と
不

隠
り
空
い？
ぐ
Ｉ兄
感
せ
り
れ
る
い
で

か
と
り
寿
子
女
史

女
史
は
常
に
武
士
の
妻
と
し
て
乱

れ
る
こ
と
な
く
家
を
守
り
、
藩
公

か
ら
恩
賞
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
。維
新
の
大
業
が
成
り
、
丗
は
明

治
に
移
っ
て
問
も
な
い
頃
　
楫
取

家
は
三
隅
二
条
窪
に
居
を
拐
え
た

夫
君
は
官
に
仕
え
、
東
京
在
住
が

女
児
は
、
こ
の
際
凵
分
り
厄
奉
Ｔ

る
仏
教
の
精
神
に
よ
り
感
化
し
た

い
と
考
え
、
自
宅
の
近
く
に
堂
宇

を
建
で
卜
川
月
二
回
男
女
い
集
合

を
は
か
り
僧
侶
を
招
い
で
法
座
を

開
き
、
自
ら
卒
先
し
て
法
を
聞
く

と
共
に
社
会
教
化
に
努
め
た
。

明
治
七
年
、
素
彦
氏
が
熊
谷
県

（
後
の
群
馬
県
）
県
令
に
任
ぜ
ら

れ
、
同
伴
赴
任
す
る
ま
で
、
数
年

間
の
三
隅
在
住
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
感
化
は
長
く
後
に
Ｉ残
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

赴
任
先
の
熊
谷
県
（
上
州
、
武

州
）
は
。
昔
か
ら
遊
侠
の
徒
と
か

か
あ
天
下
で
名
高
い
よ
う
に
人
の

気
性
も
荒
く
、
法
令
を
犯
す
者
も

多
か
っ
だ
よ
う
で
あ
る
。
寿
子
女

史
は
宗
教
的
教
養
に
と
っ
て
人
心

を
改
め
る
こ
と
が
　
夫
君
の
為
政

を
扶
け
る
道
で
あ
る
と
考
え
、
二

条
窪
の
経
験
を
生
か
し
で
、
前
橋

の
県
庁
の
近
く
に
適
地
を
選
び
、

寺
院
を
造
営
し
、
京
都
か
ら
僧
侶

を
招
い
て
布
教
に
当
ら
せ
た
。
こ

れ
が
上
州
に
真
宗
寺
院
が
生
れ
た

最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
三

隅
出
身
の
中
原
復
亮
氏
（
白
藤
董

氏
の
尊
父
）
は
当
時
の
群
馬
県
土

木
課
長
の
職
に
あ
っ
て
こ
政
寺
院

建
立
に
尽
力
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る

寿
子
女
史
は
明
治
十
四
年
、
東

京
の
本
邸
で
病
歿
し
た
。
齡
未
だ

四
十
三
才
で
あ
っ
た
。
病
床
で
書

い
た
ら
の
ら
し
い
、
十
二
条
に
及

ぶ
長
い
処
世
訓
が
残
っ
て
い
る
。

二
人
の
子
息
の
嫁
女
に
あ
て
だ
遺

言
状
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
仏

教
精
神
に
よ
る
婦
人
の
生
き
方
を

正
し
く
教
え
た
も
の
と
・
’
て
　
仏

教
徒
の
間
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

二
条
窪
の
楫
取
冢
の
跡
に
は
、

現
在
、
沓
脱
石
ら
し
い
岩
石
一
基

と
樹
令
百
年
を
越
え
る
紅
葉
と
桜

の
大
木
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
近

く
に
寿
子
女
史
の
建
て
た
堂
宇
が

改
築
さ
れ
て
観
音
堂
と
称
し
、
今

も
残
っ
て
い
る
。

①
福
岡
教
育
大
学
の
玖
村
学
長

が
、
先
日
講
演
の
中
で
「
私
の
学

校
の
学
生
、
し
か
も
女
子
学
生
で

、
寮
の
便
所
を
よ
ご
し
て
平
気
な

も
の
が
い
る
。
学
長
で
あ
る
私
が

、
眥
な
ら
嫁
に
行
っ
て
い
る
年
頃

の
大
学
生
に
『
便
所
を
よ
ご
し
て

は
な
ら
ぬ
。
』
な
ど
と
は
言
え
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
家
庭
で

…
…
せ
め
て
小
学
校
の
う
ち
に
、

し
つ
け
て
お
い
て
も
ら
わ
ね
ば
困

る
。
」
と
話
さ
れ
た
。

今
の
家
庭
教
育
の
反
省
点
の
一

つ
。

②
農
繁
期
休
業
後
、
Ｊ（
年
生
に
ど

ん
な
手
伝
い
を
し
た
か
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
「
『
お
前
が
す
る
と
じ
や

ま
に
な
る
か
ら
、
手
伝
わ
ん
で
も

よ
い
』
と
、
い
う
て
じ
や
か
ら
」

と
答
え
た
農
家
の
子
が
い
た
。

反
面
「
と
し
や
く
の
藁
あ
げ
や

庭
の
掃
除
、
稲
刈
り
や
食
事
の
手

伝
い
、
午
后
は
稲
運
び
、
夕
方
は

風
呂
だ
。
き
と
、
少
し
も
じ
つ
と
し

て
い
な
い
で
よ
く
仂
き
　
家
の
名

が
み
ん
な
感
むヽ
し
七
」
「
幼
い
子

な
の
で
あ
ま
・り
長
続
き
は
し
な
い

が
、
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
で

大
変
幸
せ
だ
」
な
ど
の
数
多
く
の

保
護
者
の
感
想
も
聞
い
た
。

農
休
の
是
非
論
は
さ
て
お
い
て

僅
か
数
日
で
は
あ
る
が
、
家
族
の

劭
給
食
の
な
い
土
曜
日
、
弁
当
代

り
に
、
百
円
札
で
一
番
卜
等
な
パ

ン
に
牛
乳
・
ち
く
わ
な
ど
を
買
っ

て
食
ぺ
る
子
が
い
る
。
そ
れ
が
だ

ん
だ
ん
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
傾
向
が

見
え
た
の
で
「
出
来
る
だ
け
弁
当

を
持
っ
て
※
な
さ
い
」
と
指
導
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
、
家
に

し
つ
け
雑
感

じ
を
ひ
く

子
が
多
い
部
落
が
あ
っ
だ
の
で
、

各
学
級
で
、
こ
づ
か
い
の
正
し
い

使
い
な
を
指
。４
し
に
。

『
消
賞
も
一
つ
の
美
徳
』
な
ど

と
言
っ
て
い
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う

か
。

‐‐
考
を
お
願
い
し
た
い
最
辷

の
事
例
で
あ
る
。
　
　
　
　

明
倫
小
　
玉
井
　
斌

公
民
館
図
書
　
　
借
出
者
は
早
目
に
返
納
を

一一

健
康
の
町
宣
言

ｓの町康健康健ｎ康健康健おｎ康健ｒ

三
隅

人口のうごき

１１ 月 ３ ０日 現 在

世 帯 数　　1  , 7 58 戸

人口　男　3, 703人
女　4, 148

計　　　7, 851

人
づ
く
り
は
町
づ
く
り
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